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2022年6月24日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：斎藤 慶大　
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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・利用者様の評価について
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの作成、電カルへのアップロードを早急に行いましょう。
対象利用者様→山下　拓也様
· 7/4～8/26 東北メディカル学院のOT実習生の研修あり。

· 第2回法人研修　　
レポート提出期限： 令和4年6月20日から6月30日まで
内　容：「個人情報保護について」
講　師：診療情報・個人情報等管理委員会　委員長　日沢　理乃
· 第2回院内研修
レポート提出期限： 令和4年6月21日から6月30日まで
内　容：「院内の事故を最低限に」
講　師：医療安全管理委員会委員長　赤坂SGM
・7月のプログラムカレンダーの入力をお願い致します。6月25日まで。

· 青デイズの鍵に割れがあるため取り扱いに注意してください。

・疾患別診療計画書の作成はアップロードまでを7/15までに！

＜利用者様情報＞
デイケア

・池端 宏昭様～病院相談員より連絡あり。当院外来通院中の61歳　男性　主病名アルコール依存症。職場でのストレスから6月に入り、2度の万引きをしている。現在は抑うつ状態であると言う。妻様は治療に協力的な方との事。病院相談員より日中の相談場所として、青陽館を紹介した際に興味を示されたとの事で7/8（金）外来受診後の11時頃に見学としている。

・藤村　翔様～本日、体験利用実施している。朝のミーティングでは自主的に本日の予定を他利用者様へ伝えている。スタッフへの話し掛けは少なく、幻聴や妄想に左右された発言は聞かれない。

ショートケア
特記事項は有りません。

デイナイトケア
特記事項は有りません。

カンファレンスシート（竹洞　総子様）　

実施日：2022年　6月24日（金）13：00～13：30

担当：鳥谷部

検討内容　目標と計画の検討

	氏名
	竹洞　総子様
	性別
	女
	年齢
	47
	生年月日
	S49.4.14

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、対人関係能力の向上、病識を身に付ける、作業能力・持続性の向上、社会資源の利用

	本人希望
	生活のリズムを整えながら就労の準備をしていく。

	入院歴
	計7回（最終：2021年11月11日～2022年5月6日）

	通所歴
	3回目　＊前回：2021年10月1日～2021年11月11日

今回：2022.5.9～現在まで（週3回）ショートケア

	その他サービス利用
	特定相談事業所青明舎

	住居：母様と同居
	家族構成：保護者：兄

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級、障害基礎年金2級、自立支援受給中

	備考：事例検討に必要な情報を記載


＜経過＞
妄想が出現し、八戸赤十字病院精神科へ2回、当院へ5回の入院歴あり。前回入院（2021.11.11～2022.1.11）退院支援としてR4.1.11GHへ出発。その後外泊訓練中に就労支援事業所へ行かず、本人とも連絡が取れずに行方不明となる。主治医へ経緯を報告し、同日18：15当院退院。その後、本人より入電あり、盛岡にいるとの情報あり。2022.1.12弟様と共に来院。同日医療保護へ入院形態変更、治療継続目的にて東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。再入院後は病感・病識乏しく被害妄想や妊娠妄想は残存しているが、日課への大きな支障はなく夜間の睡眠も安定している。デポ剤・服薬も拒否はない。

入院時家人は施設入所を希望していたが、母様の体調良く自宅受け入れを承諾している。R4.5.6自宅へ退院の運びとなる。
【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	定期的に通所し、安定した生活を送る事ができる。
	①生活リズムを整え、活動性を高める。
	①規則正しい生活を送り、安定した生活リズムを作る。
	①利用日にはデイケアに来所し、プログラムに参加しながら活動性の向上を図る。スタッフは来所時にはプログラムへの参加を促していく。

	
	②ストレスに上手く対処する事が出来る。
	②母様との関わりが上手に出来る。
	②利用日には生活状況や母様との関わりを確認し、今後に生かせるように自身の言動や行動の振り返りをする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度％）
	今後の対応

	①規則正しい生活を送り、安定した生活りズムを作る。

	利用目的について生活リズムを整えたい、運動を習慣付けたいと話していたが、エアロビには参加せずに読書をして過ごしている。声掛けに退院後、自宅（八幡）から白山台まで歩き、疲労が強い為参加はしないと話している。他利用者様に話し掛けられると穏やかに返答しており、誘われてエアロビに15分程参加する事はある。しかし、睡眠不安定さや「戸締りしても夜中に窓が開いている」「カラスに襲われたので外に出るのが怖い。」「気持ちが落ち込む」「母の調子が悪い。」等様々な理由を付けて、5/23よりショートケアの欠席が続いている。
	今後は生活リズムを整える為にも定期的な通所を促

しつつ、些細な事でイライラし、突発的な行動に至ら

ないように日頃からスタッフへ相談するように促し

ていく。

	②母様との関わりが上手に出来る。
	以前よりはケンカの頻度は減り、一緒に買い物等外出することも増えたと話している。しかし、デイケアに通うように強く言われたり、運動をするように

　強く言われて、度々口論になる事があると話している。
	


【目標・治療計画（再立案）】

